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1 は じめに

　現在の 理 科授 業 の 主 流は 発 見 学習で ある 。

発 見 学習 の 実践 研 究 はよくされ て い るが ， そ れ

以外の 指 導法の 研 究 に っ い て は ，ほ とん どされ

て い ない とい うの が現状で ある。では ，発 見 学習

は 万 能か とい うとそ うで はな い
。 発 見 学習をきち

ん とや っ て い る 人 ほ ど，発 見 学習 に は やりや す

い 単元 とやりに くい 単元 が あり，学 習 の 主体で あ

る子 どもたち の 質によっ ても大 きく左 右され ること

が わか っ て い ると思 う。こ こ で は ，発 見学習 に つ

い て の 問題 点とそ の 解決策を ， 中学校現 場の 立

場から提 案した い
。

2 現 在 の 理科 教育が 抱える問題点 に つ い て

　  発見学習に 偏ることの 問題 点

　発 見学習 は，教 師の 力量 によっ て 左 右される

指導 法で ある。指 導者 次第で ， 子 どもが 生き生

きと活 動 する授業を展 開する こ とが で きる。し か

し， 次の ような問題点もあることを指摘したい 。

　ア 学級 の 全員 が発 見 して い るの か

　発 見学習の よさは ，子 どもが 自分 の 力 で 追 究

して ，発 見するこ とに あると考える。で は，学級 の

子 どもは ，全員 が 自分 の カで （もちろん 級友 の

手 を借 りな がらで よい が）発 見して い る の か 。 お

そらく，何割か の 子 どもは ，自分で 発見で きて い

ない で あろう。発 言 した子 どもの 意見 を通し て ，

まわ りの 子 どもか ら教わ っ て い るとい うの が現 状

であろう。 そ れ らの 子 どもにとっ ても，発 見 学習と

い え る の か 。

　 イ 本 当に 子 どもは 発 見 して い る の か

　子 どもの 中に は 予 習してくる子 や 塾で教わ っ

て くる子 もい る。それ らの 子 どもの 発言 をもとに

発 見 学習が進む 場合も多い が ，それで は授 業を

進め て い る子 にとっ て は 予 習した こ との 確認 で あ

り， そ れを聞い て 考 え て い る 子 に とっ て ももちろ

ん発 見して い るこ とに はならない の では ない か 。

　 ウ 本 当に子 どもに発 見で きるの か

　 学習 内容が 難 しくなっ て い っ ても，本 当 に既

習の 内容だ けをもとに し て ，学校 で 習うす べ て の

こ とを ， 子 ども の 力 で 発見で きるの だ ろうか 。 子ど

もたち に，それだ け情報をもとに 結論を導き出す

思考が身 につ い て い るの だろうか ，

　工 無駄な時間 と勘違 い の 問題 はな い か

　 自由 度を高くして 子 どもの 手で 発見させ ようと

考 えるほ ど，回 り道 が 多 くな り時間 が か か る。 そ

れ とともに ， 勘 違 い が 増 え て 誤 っ た知 識や 概念

を身 に っ ける恐 れ が あるが，それ を修正 するの

に時間がかかるの で はない か。

　オ 実験を通 して発 見 できない 場合どうす るか

　銅 と酸素が
一

定の 質量 割合で 化合す ることを

確 か め る実験な ど ， 教科書通 り進 め ても正 しい

結 果が 導き出せ な い 実験 があ る 。 実験 を通し て

発 見で きない 場合，どうすれ ばよい か 。

　 以 上 の 点から，発 見 学習 に偏るこ とは 問題 だ

と考 えて い る。

　  普段の 授業に つ い て の 問題点

　 子 どもの 受ける授 業の ほとん どは，研 究授業

で はなく普段 の 授 業である 。 普段 の 授 業 に必 要

な条件 は，計画通 りの 指導時 間で 効果的な指導

が で きるとい うこ とで あ る。しか し，これま で 普段

の 授業 を単なる教え込 み にならない ように して ，

しか も効果的に進 める指導法 の 研 究は ほとん ど

されて い ない 。理 科授 業の 改善とい う点か らする

と，普段 の授 業に つ い て も指導方法の 改善が 大

切 では ない か。

　また，小 学校では 理 科 の 指導が苦 手 な教師 も

多い とい う話を聞く。 観察・実験 を中心 に した理

科の 指 導は 難 しい とい う話もよく聞く。そ の 原 因

の ひ とつ は ， 教科書 が発 見 学習 的に展 開するよ

うな構 成だ か らだ と考え て い る。 こ こ にも発 見学

習の 問題点がある。

　 理 科 の 授業 は ， 理 科 が専 門 の 教 師だけで は

なく，す べ て の 教師にとっ て教えやす い もの で な

くてはならない 。

3 改善の 視点〜有意味受容学習 〜
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　  有意 味受容学習とは

　 有意味学習とは何か 。私 は ，オーズ ベ ル の 用

い た こ の 言葉 の 意味を次 の ように考えて い る。 有

意味 に学ぶ とは，「子どもが学習 内容 に興味をも

っ て 主 体的 に 学習を進め
， 効果 的 に 学習内容を

身に つ ける」こ とである。

　 有意 味学 習に は ，帰納 的な学 習展開 をす る

「有意味発見学習」と，演繹 的な学習展開をする

「有意 味受容 学習 」がある。 先ほ どまで述 べ てき

た発 見学習は ，有意味 に展 開され るもの で あれ

ば 「有意味発 見 学習」となる 。

　横浜 国立 大 学の 森本 氏 は ， 有意味 受容 学習

を次の ように説明して い る。「重要な ことは 学習し

ようとする事 象 に つ い て ，エ ッ セ ン ス となるル ー

ル を理 解させ るこ とで ある。こ の ル
ー

ル を 中心 に

して ，子 ども に 個 々 の 知 識 や 経 験をまとめさせ る

の である。この とき，個 々 の 知識 や経験は意味を

もっ て （有意味に）記憶 され る 。

1）
」ここ で ，「エ

ッ

セ ン ス となるル ール 」の こ とをオ ーズ ベ ル は 「先

行 オ ーガナイザ （以 降AO と略す ）」と呼 ん で お

り，この AO を活 用 し た有 意味受 容学習を 理 科の

学習に取り入 れようとする実践は ， 数年前か ら愛

知教育大学 の 川 上氏 を 中心 とする私 たち の グル

ープによっ て進 められ て い る。
2 ）

　  改善の 視点

　こ れ まで の 有意 味学習 の 実践を通し て ，有意

味受容 学習 は ， 既習 内容 をもとに子 どもが発見

す るこ とが難 しい 学習 内容を扱 うときに，効 果が

あることがわか っ てきた。子 どもに とっ て は，小 学

校か ら中学校 ， 高等学校へと学年 が 上が るに従

っ て ，自ら発 見 するこ とが 困 難 な 学 習内 容 が増

えるの で ，学習を有意 味にす るため に 受 容 学 習

を取り入 れ るこ とで 効 果 を上 げるこ とが で きる と考

えて い る。 （表 1）

中3
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表 1　学年経過 と教授法の 割合

　
一

般に ，学年が 下がるほ ど身近な自然を対象

とし ， 身近 な方 法で 観 察 ・実験 を行うの に対 し

て ，学年が 上が るに つ れ て身近 で はな い 自然が

対象とな っ て い き，観察 ・実験 の ため の 方法も子

どもの 力 で は考 えられ ない もの が 増え て い く。 ま

た ， 学 習内容 も既習 事項 との 関連 が増す ととも

に ，直接 体験 が難 しい 内容 が増 え，多様なもの

の 見 方や微視 的もしくは 巨視的な考え方をする

ことが必 要 になる 。 そ の ような学習内容 の 高度化

に ともな い ，子 どもの 力で は 発 見 で きない 内容が

増えて くるた め
， 発 見 学 習 で は 指導しに くくな

る 。 そ こ で ，表 1の ように発 見学習と受容 学習を

バ ラン ス よく取 り入 れて い くことで ，授 業をよりよ

い もの へ と改善できると考えて い る。

4 期待され る効果

　過 去 に本学会 の 全国大会 で発 表 して きた実

践をごらん い ただ けれ ば わかるとお り，有意 味受

容学習は 単なる教え込み の授 業ではない
。 子 ど

もに エ ッ セ ン ス とな る ル
ー

ル （AO ）を，発達 段 階

に 応 じた 適切 な提示 の 仕 方で 理 解させ
， それ を

観察 ・実験を通 して有意味 に学習 させるとい う方

法 で ある 。 この 学習方 法 を通 して ， 次の ような効

果があると考えて い る。

　  より多くの 子 どもがわか る授業

　 わか るとい うこ とは ，知識や概 念を適切 に取 り

込む こ とが で きた こ とで ある。枠組 み （AO ）を使 っ

て観 察 ・実験す るこ とで ， 理 科を苦手 とする子 ど

もや 理 解に時間 がか かる子 どもにとっ て も効果

が期待で きる。

　  より丁 寧に より多くを教える授業

　有意味 受容学習の もう
一

つ の メリッ トは
， 発 見

学習 に 比 べ て 効果 的に指導が で きるとい うこ とで

ある。そ の ため ， 限 られ た時間 の 中で 余裕 をもっ

て 丁 寧に指 導で きた り， 発展学 習に 取 り組 む時

間を確保で きたりするとい う効果 が期待できる 。

　  普段の 授業に対する教師の 意識 改革

　有意 味受 容 学習 とい う理 科授 業 の 新たな視

点は ，発見 学習 に縛られ が ちで あっ た教師 にと

っ て ， 授業 の 展 開 方法 を学習内容 に合 っ た適切

なもの にして い こ うとす る教師の 意識改革にもつ

ながるで あろうと考え て い る。
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